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| Abstract 


Laboratory studies were conducted to determine the susceptibility of the females 
of two common mosquitoes to the larvae of Dirofilaria immitis, In the both species, 
mean number of microfilariae taken up by a female mosquito when fed on an infecte& > 
dog is about the same as the expected number. In Aedes albopictus the rate of filariae 
discharged in droppings of mosquitoes is very low. However, a great part of the 
larvae having entered the Malpighian tubes of the mosquitoes are killed in the early 
stages of the development, therefore the experimental infection rate with the mature | 
| larvae is not so high. On the other hand, in Culex pipiens molestus the rate of filariae 
discharged in droppings is very high, but a great part of the larvae entering the 
Malpighian tubes are completed the development, and accordingly, the experimental 
infection rate with the mature larvae is not so low. 


ERER RRETARA Br CRA) に よる 研究 
長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 業績 第 654 号 


ヒト スジ シマ カ と チカ イエ カ の D. immitis 感受 性 | M5 


T M E. 


ARR CDirofilaria immitis) の 中間 宿主 と な め 得 
_ る 日 本 産 殿 種 と し て 井上 (1935, 1937) は Aedes togoi, 
Ae. albopictus, Gulex pipiens pallens 及び Culex 
tritaeniorhynchus summorosus O 4 種 を あげ , その 中 , 
Ae. togoi が 最も 実験 感染 率 が 高い と と を 報告 し た . 
その 後 , Keegan ら (1967) は と これ に C. fatigans を 
加え , 更に dntermild ら (1970) は 沖縄 で の 実験 結果 
a < ds C. bitaeutorhynchus 及び Mansonia 
 unifórmis の 3 種 を 追加 し た の で , 現在 まで に 報告 さ 
れ て いる 実験 的 に 感染 可能 な 明 種 は 合計 8 種 で ある . 


著者 は 長崎 市 内 に お ける 犬 糸 状 虫 の 主要 伝搬 骨 を 明 
ら か に する た め , この 地方 で 普通 に 採集 され る 則 種 
つい て の 感染 実験 と 野外 採集 避 の 自然 感染 の 実態 を 調 
べ て いる の で , 本 報 で は 前 報 (末永 , 1992) の 4 種 に 
ひき つ ゞ き Ae. albopictus 及び Culex pipiens molestus 
の 2 種 に つい て の 感染 実験 の 結果 を 報告 する . 

稿 を 進め る 前 に , と の 研究 の 指導 を し て いた ゞ いた 
長崎 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 の 大 森 南 三郎 名 誉 教授 普 
びに 御 助 言 を いた ゞ いた 和田 義人 教授 に 硬く お 礼 申し 
上 げ る 


実験 材料 及び 方 法 


| 実験 に 供 L FE ヒ ト スジ シマ Jy CAedes albopictus) — 


及び チ カイ エ カ (Culex pipiens molestus) の 2 ET, 
と れ ら は 何れ も 長崎 市 内 で 採集 し , 25°C, 1 日 16 時 間 
照明 の 恒温 室内 で 累代 飼育 中 の も の で ある . と の うち 
チカ イエ カ は 羽化 後 1 回 無 吸 血 産卵 さす た も の を 供 試 
し た . 吸血 の 方 法 と し て は , 25°C の 必 温 室内 吊っ 
de 4.5 畳 用 の 洪 帳 内 に 口 輪 を は め た 感染 犬 を 鎖 を 短 か 
くつ な ぎ , と の 麗 帳 内 に 供 試 牙 を 放し , SEPSORUL 
消し て 暗黒 下 で 所 定時 間 吸 血 さ せ た . Util Lcd 


虫 管 で と り 出し て 飼育 息 に 移し 。 室温 約 25“C, 関係 湿 
BOW, 1 日 の 照明 時 間 16 時 間 の 飼育 室 で , MIS こ 
の 砂糖 水 を 含ま せ た 脱脂 編 を 葉 の 中 央 に 吊り 下げ て 与 


A, 所 定期 間 鍋 育 し た 後 割 検 し て 発育 中 及び 発育 完了 
後 の フ ィ ラ リア 幼虫 に よる 麗 の 感染 率 及 び フ ィ ラ リア 
幼虫 数 を 調べ た . Mj. 一 部 の 吸血 刺 は 直後 に 害 検 し て 
摂取 任 虫 数 を 調べ , SHLCHLOÉE-T- O Wofubirii EE Ge» D 


スラ イド グラ ス 上 に ふせ た ガラ ス 製 の 小 キ ャ ッ プ 内 で _ 


M5 多 の 砂糖 水 を 水滴 と し て 与え て 飼育 し , 所 定時 間 


毎 に キャ ッ プ の 位置 を 移動 させ て ガラ ス 面 に 工 と 共に 
排 洪 さ れる 仔 虫 また は 幼虫 の 有無 を 調べ た .… 訓 検 を 必 
ZEF S EU — BEER QC EREEGRSITR LC BUR CU S 


フィ ラリ アプ 幼虫 の 生死 を た し か め た 他 は , TATL 


た 直後 管 瓶 に 入れ て コル ク 栓 を し , と これ を 小 ビ ニー ル 
袋 に 入れ て 密封 し , 一 20?C の フリ ー ザ ー 中 保存 し て 
お き , 後 で て 少し ずつ 取り 出し て 測 検 し た . 吸血 の 際 は , 


_ その 直前 に 犬 の 耳 計 か ら 60 互 の 血液 を 採っ て その 中 の 


仔 虫 数 を 数 え , 吸血 時 の 犬 の 未 槽 皿 液 中 の 仔 是 密度 と 
し た . また , 供 試 馴 は 吸血 前 後に 夫々 30 個 体 に つい 


て 炭酸 ガス で 麻酔 し て 自動 天 種 で 体重 を 測定 し , 吸血 


前 後 の 平均 体重 の 差 を も っ て その 帆 医 の 吸血 量 と みな 
Lic. 実験 は ヒト スジ シマ カ に つい て は 1969 年 12 月 
Z チカ イエ カ に つい て は 1971 年 5 月 に 実施 し た が , 
何れ の 場合 に も 供 試 犬 の 保有 仔 虫 数 が か な り 多 か っ た . 
DT, と の 仔 虫 数 を 更 増 加 さ せる よう な 処置 (EX, 
1972) は こら ず 目 然 温度 下 で 飼っ て いる 犬 を その ま 
ま 実験 に 供し た . i 


実験 成績 並び に 考察 


I. ヒト スジ シマ カ | 

D k RRS HORNI StGB 

午後 4 時 か ら 5 時 まで の 1 時 間 ( に 25°C 恒温 室内 で 
吸血 し た も の を 直後 に 殺し て 判 検 し , WOAR UT 
虫 数 を 調べ た 結果 は 第 1 表 の 通り で ある . と の 表 か ら 
わか る よう に , HALE 100 個 床 に つい て の 平均 摂取 
仔 忠 数 は 20.3 令 で, 理 の 吸血 量 と 吸血 時 の 犬 耳 秒 血 中 


の 仔 虫 数 と か ら 算 出し た 予想 摂取 仔 虫 数 20.0 隻 と ほぼ 


一 致し た が , 各個 体 が 摂取 し た 仔 虫 数 は 甚だ し く 異 な り , 


多い も の で は 89 隻 を 摂取 し た も の も あっ た が , 仔 虫 を 
全く 摂取 し な か っ た も の も 12 個 体 あっ た . と の よう 
摂取 する 仔 虫 数 が 較 の 個体 に よっ て 甚だ し く 異 な る と 
と は 既報 ( 未 永 , 1972) の 4 種 の 場合 と 同様 で , こと れ は 
KER (1958) が 人 間 の フィ ラリ ア に つい て 指摘 し た よー 
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Table |. 


永 


in Aedes albopicius within one hour after feeding on an infected dog. 


B 


Mean number and distribution of filariae of Dirofilaria immitis 


No. of mosquitoes examined 


Expected No. of microfilariae taken up by a female* 


No. of filariae examined per mosquito 


Percentage distribution of filariae in mosquitoes 


100 
20.0 
Mean 20.3 
i 0-89 
Stomach 95.5 
Malpighian tubes 4.5 


*Obtained from the microfilarial density in the blood of an ear-lobe of the dog and the 


amount of blood taken up by a female mosquito. 
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れ た 仔 虫 は , 吸血 後 1 時 間 以 内 に 既に その 一 部 は マル 


ピギー 氏 管 に 侵入 し て いる が , まだ 大 部 分 は 血液 と 共 


に 胃 に と ど ま っ て いる . 

2) ヒト スジ シマ カ の 糞 と 共に 排 江 さ れる 仔 躍 数 
感染 犬 か ら の 吸血 に よっ て 血液 と 共に 胃 の 胃 に 入っ 
た 仔 虫 の 中 , マル ピギー 氏 管 CK 侵 入 し た も の に つい て 
は 後述 する が , と と で は マル ピギー 氏 管 に 侵入 で きず 
胃 に 残っ た 仔 虫 に つい て 述べ る . 吸 面 暖 46 個 体 に つい 
て 個別 飼育 し て , 糞 と 共に 排 注 さ れる 仔 虫 数 を 調べ た 
結果 は 第 2 表 に 示す 通り で ある . と の 表 か ら わ か る よ 
うに , Uf ge10 EH fed c3E CHER zs v7 H3 8 Eu EP IC 


29'c, と れ ら は 何れ も 吸血 後 2.5 日 後に 夫々 別 の 


に よっ て 1 隻 ず つ 排 江 さ れ た . と の よう に , ヒト スジ 
シマ カ で は トウ ゴウ ヤブ カ の 場合 と 同じ よう に , 摂取 
し た 仔 虫 を は と ん ど 排 湯 せ ず , その 大 部 分 を マル ピ ギ 
ー 氏 管 C 侵 入 さ せる と と が わか っ た . ーー 
D ヒト スジ シマ カ 体 内 に お ける フィ ラリ ア 幼 虫 の 
SE EPUGRL eC HD RE E | 
BAKNICA2IJiZn742070X01&05E 831 


Table 2. 


況 を 知る た め は に , 8 HZ OO BUE E ES 2 0 Fk, 吸血 


(e ARTS Fl CX 5018 3 9 O spp SIE U7-z. その 
結果 は 第 3 表 に 示さ れ て いる . 本 種 の 場合 に は , マル 
ピギー 氏 管 と 侵入 し た フィ ラリ ア 仔 虫 は トウ ゴウ ヤブ 
カ 体 内 に お ける と 同じ よう に 揃っ て 発育 を 開始 し , E 
常に 発育 する も の は 3 へ 4 日 後に Tc 期 , 6 日 後に は 1d_ _ 
期 , 10 日 後に は ILa 期 , 12 日 後に は TIa 期 , 1 て ン 15 日 後 
に は IITb 期 。 即ち 成熟 幼虫 に 達する が , トウ ゴウ ヤブ 
カ 体 内 で の 場合 と 異な り , [ 期 の 中 期 か ら 後 期 に か け 
て 死亡 する も の が 多い . 死亡 し た 幼虫 は その まま の 形 
C, ある い は 多少 変 形 し な が ら か な り 長 期間 に 互 っ て 
マル ピギー 氏 管 に とどまる も の と 思わ れ , 吸血 後 24 日 
後 で も 向 期 幼虫 の 死体 が 確認 で きる . と の 第 3 表 か 
ら わ か る よう に , Rint 6 日 目 に は まだ 幼虫 は すべ て 
1 期 に と ど ま っ て いる が , 12 日 後に は その 50.3% が TL 


_ 期 に , 5.62% は 皮 に 息 期 TIa 期 ) に 達し て いる . 残り 


の 64.192 は 工期 に と ど ま っ て いる が その 多く は 既に 死 
亡 し て いる . 正常 に 発育 する も の が すべ て IIIb 期 に 六 
し た と 思わ れる 17 日 後に は 幼虫 の 22.876023 ENCE 
し て いる が , 向 15.9% は TL 期 に と ど ま っ で て いる. と の 
L 期 に と ど ま っ て いる も の の 中 に は か な り 活 発動 く 


Number and percentage of Dirofilaria immitis microfilariae discharged in droppings 


of Aedes albopictus during ten days after feeding on an infected dog at 25°C. , 


No. of mosquitoes examined 


No. of filariae | 


Percentage of filariae | 


discharged in droppings 
remaining in mosquitoes 
discharged in droppings 


remaining in mosquitoes 


99. 5 


ヒト スジ シマ カ と チカ イエ カ の D. immitis 感受 性 


Table 3. 


Days No. of females | 
after filarial 
feeding examined infected | larvae 
6 62 35 324 
12 54 48 340 
17 50 31 158 
24 4i 30 115 


*Almost all were found dead. 


Table 4. 


Days 


after feeding on an infected dog at 25?C. _ 


Total No. or | Mean No. (75) of filariae in each developmental 
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Development of filariae iu Aedes albopictus females with the lapse of days 


stage per infected female 


I I IH Total 
9. 3(100. 0) 9. 3(100. 0) 
4.5 (64.1)* — 2.2(30.3) 0.4 (5.6)| 7. 1(100.0) 
2.9 (56.3)* — 0.7(13.9) 1.5(29.8)| 5. 1(100.0) 
3.4 (88.7)* — 0.3 (8.7)* C.1 (2.6)| 3.8(100.0) 


< Experimental infection rate with the living larvae of 


Dirofilaria immitis in Aedes albopictus at 25°C. 


Developmental NO. of mosquitoes Infection No. of larvae 

| stage of - after rate in | 

filarial larvae | ieeding examined infected | 26 | Mean Range 
I 6 62 35 56.5 9.3 1-35 
Ho 12 54 24 44.4 ET 1-17 
II i 50 10 20.0 4.7 1- 6 


も の も あっ て , € 5l SEICEXSAS) ICE CCSXÉHSS S 
と 思わ れる が , 多く の も の は 不 活発 で 恐らく MENCE 
する と と な て く 早 晩 死亡 する も の と 思わ れる . 1 期 の ま 
まで と ど ま っ て いる 56.32 の も の は 既に 材 く 死亡 し て 
お り , その 一 部 は 多少 変形 し て いる . 吸血 後 24 日 目 に 
残り の 下 4 れ 個体 を 剖検 し た 結果 は , 了 期 幼虫 が 88.792, 
T 期 幼虫 が 8.7% を 占め , これ ら は すべ て 既に 死亡 し 
て いた . HHBU Bd WEG 2.576 し か 発見 で き な か っ 
た が , マル ピギー 氏 管 の 破損 の 様子 か ら 明 ら か に フィ 
ラリ ア 幼 虫 の 発育 を 完了 させ た と 思わ れる 個体 も か な 
りみ られ た の で , 発育 を 完了 し た 幼虫 の 一 部 が 収 の 史 
か ら 脱 出し た の で は な いか と 思わ れる が , AB 
その 確認 は で き な か っ た . 第 4 表 は 各 発育 期 幼 虫 に よる 
ヒト スジ シマ カ の 感染 率 並び に 表 休 内 に いる フィ ラリ 
ア 幼 虫 数 を 示し た も の で ある . と の 表 か ら わ か る よう 
dC, "Rims 6 日 目 の 上 期 幼虫 に よる 昌 の 感染 率 は 56.5 
% で あっ た が , 12 日 目 の 二 期 幼虫 に よる 感染 率 は 44.4 
2 と か な り 低 下 し , 更に 17 日 目 の 丁 期 幼虫 に よる 感染 率 
は 20.0% と 著しく 低下 し て いる . ORB UC 5 
虫 数 も 1 期 で は 平均 9.3 隻 で ちっ た も の が , MATA 
5.1 隻 , 下期 で は 4.9 隻 と 次 第 に 少な く な っ て いる . 


Table 5. Body length of the filarial larvae 
. matured in Aedes albopictus at 259C. 


No, of larvae examined 


44 
Mean 908. 5 
Body length in micron Maximum 1166.9 
| 780.2 


Minimum 


4) ヒト スジ シマ カ 体 内 で 発育 し た 成熟 幼虫 の 体長 
感染 ( 表 血 ) 後 13 ン 24 日 目 の 戦 体内 か ら 岳 出し た 成 地 
幼虫 44 個 体 に つい て その 体長 を 測定 し た 結果 は , 第 5 
表 に 示す よう に 最短 750.2, 最長 1166.9 平均 908.5g 
で , トウ ゴウ ヤブ カ 体 内 で 発育 し た も の の 体長 (平均 
1150.02) より か な り 短 か い と と が わか っ た . cot 
向 は 井上 (1956) の 成績 と も 概ね 一 致す る 

5) ヒト スジ シマ カ の D, immitis 幼虫 に 対す る 
以上 の 実験 成績 か ら 明 ら か な よう に , ヒト スジ シマ 
カ は 吸血 と よっ て 摂取 し た 仔 虫 を は と ん ど 排 油 せ ず マ 


148. C ck 


ル ピ ギ ー 氏 管 へ 侵入 させ , 同 管 で の 発育 を 開始 させ る 
_ が , 多 く の 幼 虫 を 発育 途中 で 死滅 させ , 成熟 幼虫 に よる 
感染 率 を 20.09%2 に と ど め て いる . しかし, COR ZR 
— は 同じ 種類 に つい て の 井上 C1956) の 感染 率 C9.7%) の 


約 2 倍 で あり , 既報 (末永 1972) の アカ イエ カ (②1.5%) 


や コガ タ ア カイ エ カ (22.59%%) の 感染 率 と 略 同じ で ある . 
I チカ イエ カ 

1 ) チカ イエ カ の 摂取 する 仔 虫 数 
本 種 の 場合 に は 吸血 率 が か な り 低 いと と が 予想 され 
た の で , 午後 7 時 か ら 翌 朝 午 前 7 時 まで の 12 時 間 吸血 
させ た が , 吸血 率 は 僅か に 14.29%9 に すぎ な か っ た . WE 
rni rn, 吸血 直後 に 殺し た も の 及び 20 時 間 以 内 に 死 
亡 し た も の 合せ て 431 個 体 を 居 検 し た 結果 は 第 6 表 に 示 


す 通 り で ある :. と の 表 か ら わ か る よう に , 31 個 体 に つ 


いて の 平均 摂取 仔 虫 数 は 92.3 隻 で , 予想 摂取 仔 忠 数 


88.8 隻 と 略 一 致し た が , 本 種 の 場合 に も 各個 体 が 摂取 


し た 仔 虫 数 は 22 隻 か ら 302 隻 まで 甚だ し く 異 な り , R 
の 末 構 血液 中 の 仔 虫 の 分 布 が 一 称 で は な いと と を 想像 
させ た . 敷 に 摂取 され た フイ ラリ ア 仔 是 は , 吸血 後 20 
時 間 以 内 で は その 大 部 分 が まだ 胃 の 血液 中 に あり , マ 
ルビ ピギー 氏 管 侵 人 し て いた の は 僅か 3.22% に すぎ 
な か っ た . » 

2) チカ イエ カ の 糞 と 共に 排 湯 され る 仔 中 数 


了 血 沖 20 個 体 を 個別 飼育 し て , 戦 の 装 と 共 排 湯 さ れ 


る 仔 束 数 を 調べ た 結果 は 第 7 表 に 示す 通り で る . と の 
表 か ら わ か る よう た に , 本 種 は アカ イエ カ や コガ タ ア カ 
イエ カ と 同 称 に , 摂取 し た 仔 虫 の 大 部 分 を 養 と 共 排 
溢 す る と と が わか っ た . 排 洪 の 時 期 は 吸血 後 2<5 日 
目 で ある . 排 湯 され た 仔 虫 は すべ て 死亡 し て いて , ギ 


Table $. 


Bit 


ム ザ 染色 し て も 全く 染 ま ら な い が , まだ は っ きり と し 


_ た 形 を 保っ て いる も の が 多い 、. 


3) チカ イエ カ 体 内 に お ける フィ ラリ ア 幼 虫 の 発育 
状況 と 致 の 感染 率 ・ 
チカ イエ カ の マル ピギー 氏 管 に 侵入 し た フイ ラリ ア 


- 仔 虫 は 。 アカ イエ カ 体 内 に お ける と 同じ よう に 揃っ て 


正常 に 発育 し , 約 4 日 間 で Ic 期 に , 約 10 日 間 で ITa 期 に 
達し , 約 14 日 間 で MIb 期 に 達する こと が わか っ た . 
第 8 表 は 各 発 育 期 幼虫 に よる 麗 の 感染 率 を 示し た も の 
€, と の 表 か ら 洪 の 感染 率 が 1 期 幼 虫 で 44.8%, Td 
幼虫 で 45.026, 自 期 幼虫 で 42. 9% と 発育 期 に よっ て あ 
まり 変ら ちず , か な り 高 率 を 保っ て いる と と が わか る . 
し か し , 感染 政 の 保有 する 幼虫 数 は エ 期 で 平均 3.3 隻 , 
ILI C5, 4E, 陳 期 で 2.3 令 と 何れ も 極め て 少な い . 

4 ) チカ イエ カ 体 内 で 発育 し た 成熟 幼虫 の 体長 
感染 後 14~16 日 目 の 届 体内 か ら と り 出 し た 成熟 箇 虫 20 
個体 に つい て , その 体長 を 測定 し た 結果 は , 第 9 表 に 
示す よう に 最長 1166.9 ぁ , 最短 1000.2p, 平均 1125.2 
T, 個体 差 が 少な く 揃 っ て よく 発育 し て いる と と が わ 
か る . と の 長 さ は 既報 (前 出 ) の トウ ゴウ ヤブ カ 体 内 
で 発育 し た 成熟 幼虫 の 体長 に 近い . | 

5) チカ イエ カ の D. immitis 幼虫 に 対す る 感受 性 

以上 の 成績 か ら 明 ら か な よう に , チカ イエ カ は 多数 
の 仔 虫 を 保有 する 犬 か ら 吸 血 す る と 多数 の 仔 虫 を 摂取 
する が , 摂取 し た 仔 虫 の 大 部 分 を 人 糞 と 共 排 湯 す る . 
し か し , マル ピギー 氏 管 に 侵入 し た 少数 の 仔 虫 は 揃っ 
て 正常 発育 を 完了 し , RARE 5 C DEO RR. 
率 を 約 452% に 保っ て いる . と の 感染 率 は 近似 種 で 主要 
伝搬 理 と 考え られ る アカ イエ カ の 感染 率 約 229% に 比べ 


Mean number and distribution of filariae of Dirofilaria immitis in 


.. Culex pipiens molestus within 20 hours after feeding on an infected dog at 25°C. 


No. of mosquitoes examined 31 
Expected No. of microfilariae taken up by a female* | | 88.8 
| Mean ーー | 92.3 
No. of filariae examined per mosquito | a 
Range 22-302 
Percentage distribution of | Stomach : | do 
filariae in mosquitoes Malpighian tubes | | ; 2 9 


*Obtained from the microfilarial density in the blood of an ear lobe of the dog and the 


"mount of blood taken up by a female mosquito. 
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Table 7. Number and percentage of Dirofilaria immiiis microfilariae discharged in droppings 


ーー of Culex pipiens molestus during 10 days after feeding on an infected dog at 25°C. 


-> No. of filariae 


. Mosquito . T " T 
^. No. discharged on the indicated days after feeding remaining 
in Total 
1 2 3 4 5 6-10 Total mosquito 
1 13 73 0 73 
2 5 30 35 0. 85. 
3 51 5 f 56 0 56 
4 14 | | 14 0 14 
5 | 26 | 26 2 28 
6 19 1 20 0 20 
7 2 15 17 E 18 
‘8 25 25 0 25 
9 22 E: | 23 7 30 
10 3 3 4 7 
11 21 2i 0 21 
12 52 52 3 55 
13 24 7 31 0 31 
14 34 3 37 1 38 _ 
15 12 | 12 0 12 
16 12 / 12 3 15 
17 18 18 3 21 
18 | 25 28 2 27 
19 | ーー 28 28 0 28 
20 | 09 * 9 E 9 
Total 0 55 205 161 26 . 0 537 20r 563 
E ーー 98 52.4 28.6 4.6 E 95.4 ー 4.6 100.0 
Table 8. _ Experimental infection rate with the living larvae of Dirofilaria immitis 
| | m in Culex pipiens molestus at 25°C. 
Developmental Days after No. of mosquitoes Infection (d No. of larvae 
, stage of — — feding BOHEMIA rate in ーーーーーーーーーーー 
filarial larvae examined infected % Mean Range 
I 3 一 6 | > 29 * E 44.8 l 3.3 1— 9 
I 10—12 20 9 45.0 — 3.4 . 1—9 


TII 14—16 21 9 0042.9. NT 1— 8 
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Body length of the filarial larvae 


Table 9. 


matured in Culex pipiens molestus at 25°C. 


No. of larvae examined ーー 20 


| Mean 1125.2 
Body length in micron | Maximum 1166. 9 
Minimum 1000.2 


長崎 市 内 で 採集 し 累代 飼育 中 の ヒト スジ シマ カ 及 び 
チカ イエ カ に , 259C 容 内 で 感染 犬 か ら 吸 血 さ せ , 両 
種 の 犬 フ ィ ラ リア 幼虫 に 対す る 感受 性 を 調べ た . 

ヒト スジ シマ カ は 吸血 に よっ て 摂取 し た 仔 虫 を は ほ と 
ん ど 排 洪 せ ず マ ルビ ピ ギー 氏 管 に と 侵入 させ , 発育 を 開始 
させ る が , 多く の 幼 虫 を 発育 途中 で 死滅 させ , 成熟 幼虫 
に よる この 麗 の 感染 率 を 20.0% に と ど め て いる . ヒト 
スジ シャカ 体内 で 発育 し た 成熟 幼虫 の 体長 は , 感受 性 
が 最も 高い トウ ゴ ヴ ヤブ カ 体 内 で 発育 し た も の の 体長 
より か な り 短 か い . 


~~ る アカ イエ カ の 感染 率 の 約 2 C553, 


E: 
て 約 2 倍 の 高 率 で ある が , と れ は 供 試 犬 の 末 消 血液 中 


の 仔 虫 密度 が アカ イエ カ の 時 の 約 2 倍 で あっ た と と 
よる の で は な いか と 思わ れる . し か し , 供 試 犬 の 末 消 
血液 中 の 仔 忠 密度 と その 犬 か ら 吸 血 し た 軸 の 感染 率 と 
の 関係 に つい て は 今後 更に 実験 を 重ね て 究明 する 必要 
が ある . 


め 


チカ イエ カ は 摂取 し た 仔 虫 の 大 部 分 を 全 と 共に 排 洪 
する が , マル ピギー 氏 管 侵入 し た 少数 の フィ ラリ ア 
他 虫 は 揃っ て よく 発育 し , 成熟 幼虫 に よる と の 収 の 感 
染 率 を 約 4322 に 保っ て いる . と の 感染 率 は 近似 種 で あ 
と れ は 供 試 
犬 の 保有 仔 虫 数 が 約 2 何で あっ た と と (に よる の で は な 
いか と 思わ れる . チカ イエ カ 体 内 で 発育 し た 成熟 幼虫 
Si 

Ed disi じ で ある . 
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